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２
８
６
年
に
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
は
ロ
ー
マ
帝
国
を
東
西
に
分
割
。
自
身
を
東
方
担
当
の
正
帝
と
す
る

一
方
、
マ
ク
シ
ミ
ア
ヌ
ス
を
西
方
担
当
の
正
帝
と
し
、
ガ
レ
リ
ウ
ス
と
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
・
ク
ロ
ル
ス
を

そ
れ
ぞ
れ
東
西
の
副
帝
に
任
じ
ま
し
た
。
や
が
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
一
世
は
東
西
を
統
一
し
ま
し
た
が
、

同
帝
の
死
後
、
ロ
ー
マ
は
再
統
一
と
分
裂
を
繰
り
返
し
、
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
一
世
死
後
、
３
９
５
年
に
ロ
ー
マ
帝

国
は
西
ロ
ー
マ
帝
国
と
東
ロ
ー
マ
帝
国
に
分
裂
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
い
わ
ゆ
る
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
大
移
動
が
起
こ
る
と
、
４
７
６
年
、
ゲ
ル
マ
ン
の
傭
兵
隊
長
オ
ド
ア
ケ

ル
に
よ
っ
て
皇
帝
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ル
ス
が
廃
位
さ
れ
、
西
ロ
ー
マ
帝
国
は
滅
亡
の
憂
き
目
に
遭
い
ま
す
。
そ
し

て
帝
国
領
は
、
ゲ
ル
マ
ン
諸
民
族
の
勢
力
分
布
に
従
っ
て
解
体
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
は
東
ゴ
ー
ト
王
国
、
北
ガ
リ

ア
地
方
は
フ
ラ
ン
ク
王
国
、ロ
ー
ヌ
川
流
域
地
帯
に
は
ブ
ル
グ
ン
ド
王
国
、南
フ
ラ
ン
ス
と
ス
ペ
イ
ン
は
西
ゴ
ー

ト
王
国
、
北
ア
フ
リ
カ
は
ヴ
ァ
ン
ダ
ル
王
国
が
分
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
図
５
）。
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西
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帝
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一
方
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
一
世
が
古
代
都
市
ビ

ザ
ン
テ
ィ
オ
ン
の
跡
に
建
設
し
た
新
し
い
都
コ
ン
ス
タ

ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
は
、
３
３
０
年
に
ロ
ー
マ
帝
国
の
首

都
と
さ
れ
、
西
ロ
ー
マ
帝
国
滅
亡
後
も
キ
リ
ス
ト
教
国

ロ
ー
マ
の
中
心
と
し
て
発
展
し
ま
す
。
こ
の
国
は
ギ
リ

シ
ア
文
化
を
色
濃
く
吸
収
し
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ

リ
ス
が
古
代
都
市
ビ
ザ
ン
テ
ィ
オ
ン
の
跡
に
建
て
ら
れ

た
こ
と
に
因
ん
で
、「
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
（
ビ
ザ
ン
ツ
）
帝

国
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。「
ギ
リ
シ
ア
帝

国
」
と
呼
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
当
初

の
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
国
の
版
図
に
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド

リ
ア
、
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
、
エ
ル
サ
レ
ム
な
ど
古
代
キ

リ
ス
ト
教
の
中
心
地
が
含
ま
れ
て
お
り
、
初
期
の
公
会

議
（
全
地
公
会
）
の
す
べ
て
が
東
ロ
ー
マ
帝
国
内
部
の

都
市
に
お
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ

ス
大
帝
が
始
め
た
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る
帝
国
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は
、
実
は
こ
の
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
国
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

６
世
紀
の
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
一
世
の
時
に
は
旧
西
ロ
ー
マ
帝
国
の
領
土
の
大
部
分
を
回
復
し
、
最
大
版
図

と
な
り
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
復
活
と
賞
賛
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ギ
リ
シ
ア
正
教
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
に
見
な
さ

れ
る
「
聖
ソ
フ
ィ
ア
大
聖
堂
」
が
、
こ
の
時
期
に
建
設
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
一
世
は
、
征

服
戦
争
の
た
め
の
重
税
に
苦
し
む
市
民
の
蜂
起
「
ニ
カ
の
乱
」
を
弾
圧
し
、
専
制
政
治
を
強
め
ま
す
。
こ
う
し

て
次
第
に
ビ
サ
ン
テ
ィ
ン
帝
国
は
か
つ
て
の
ロ
ー
マ
帝
国
の
共
和
的
性
質
の
残
滓
す
ら
失
い
、
専
制
政
治
国
家

と
し
て
の
性
質
を
強
め
て
ゆ
く
の
で
す
。

そ
の
後
継
者
と
な
っ
た
カ
ル
タ
ゴ
出
身
の
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
皇
帝
も
ペ
ル
シ
ア
と
の
戦
争
を
戦
い
抜
き
、

大
々
的
な
凱
旋
式
を
行
い
、
専
制
皇
帝
の
地
位
を
固
め
ま
し
た
。
彼
の
晩
年
、
燎り

ょ
う
げ
ん原

の
火
の
よ
う
に
広
ま
っ
た

イ
ス
ラ
ム
勢
力
が
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
国
に
も
襲
い
か
か
り
、
多
く
の
領
土
を
奪
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ

ム
の
こ
の
攻
勢
を
辛
う
じ
て
斥
け
た
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
国
は
、
８
～
〈〈
世
紀
に
は
新
た
な
黄
金
時
代
を
迎
え
、

独
自
の
文
化
や
経
済
を
育
て
、
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
文
化
と
呼
ば
れ
る
美
術
や
文
学
、
建
築
を
生
み
出
し
ま
す
。
キ

エ
フ
大
公
ヴ
ォ
ロ
デ
ィ
ー
ミ
ル
が
使
節
を
送
り
、
聖
ソ
フ
ィ
ア
大
聖
堂
と
ギ
リ
シ
ア
正
教
の
典
礼
の
美
し
さ
に

惹
か
れ
、
正
教
会
を
国
の
宗
教
と
し
て
採
り
入
れ
た
の
は
ま
さ
に
こ
の
時
期
な
の
で
す
（
後
述
）。

し
か
し
そ
の
後
、
セ
ル
ジ
ュ
ク
・
ト
ル
コ
と
の
戦
い
に
敗
れ
、
さ
ら
に
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
の
同
盟
軍
で
あ
っ

た
は
ず
の
十
字
軍
に
よ
る
略
奪
に
よ
っ
て
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
国
は
力
を
失
い
、
つ
い
に
第
４
回
十
字
軍
の
時
、

ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
国
は
ラ
テ
ン
帝
国
を
名
乗
る
十
字
軍
に
よ
っ
て
首
都
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
を
奪
わ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
ラ
テ
ン
帝
国
は
50
年
に
わ
た
り
占
領
を
続
け
ま
す
が
、
１
２
６
１
年
に
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン

皇
帝
ミ
カ
エ
ル
八
世
が
十
字
軍
を
追
放
し
、
首
都
を
取
り
戻
し
ま
す
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
繁
栄
を
取
り
戻
し

た
帝
国
も
、
次
第
に
落
日
の
運
命
を
辿
り
、
最
後
の
一
撃
と
し
て
加
え
ら
れ
た
オ
ス
マ
ン
軍
の
攻
撃
の
前
に
、

１
４
５
３
年
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
は
陥
落
し
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
と
改
名
さ
れ
ま
す
。
聖
ソ
フ
ィ
ア

大
聖
堂
は
、
イ
ス
ラ
ム
の
モ
ス
ク
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

こ
こ
で
、
東
ロ
ー
マ
帝
国
（
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
帝
国
）
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
特
徴
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

皇
帝
教
皇
主
義

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
一
世
の
も
と
で
、
キ
リ
ス
ト
教
と
国
家
は
一
体
と
な
り
、
教
会
は
全
面
的
に
皇
帝
権

力
の
下
に
置
か
れ
ま
す
。
公
会
議
も
皇
帝
が
招
集
し
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
が
国
教
化
す
る
過
程
か
ら
見
れ
ば
当

然
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
れ
は
、
教
会
が
政
治
的
権
力
に
翻
弄
さ
れ
る
結
果
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。
こ

れ
を
皇
帝
教
皇
主
義
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
体
制
が
後
に
ロ
シ
ア
の
国
家
と
教
会
の
関
係
に
転
移
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
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イ
コ
ン
論
争

イ
コ
ン
（
聖
画
像
）
と
い
う
の
は
陶
板
や
木
版
、
壁
に
描
か
れ
た
聖
画
の
こ
と
で
、
礼
拝
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

現
在
で
も
東
方
正
教
会
の
礼
拝
堂
に
は
、
た
く
さ
ん
の
イ
コ
ン
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
イ
コ
ン
は
は
じ
め
キ

リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
た
人
々
に
教
え
た
り
、
礼
拝
の
意
味
を
補
助
的
に
示
し
た
り
す
る
た
め
に
キ
リ
ス
ト
の
事

績
な
ど
を
絵
画
と
し
て
表
し
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
聖
書
で
は
い
か
な
る
像
も
造
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

教
え
が
あ
る
（
十
戒
）
た
め
、
イ
コ
ン
は
偶
像
で
あ
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
る
論
争
が
生
じ
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト

の
神
性
を
強
調
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
イ
コ
ン
は
キ
リ
ス
ト
の
本
質
を
歪
め
る
も
の
と
受
け
止
め
ら
れ
、
イ

コ
ン
破
壊
運
動
（
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ム
）
が
起
こ
り
、
７
３
０
年
か
ら
８
４
３
年
ま
で
続
き
ま
し
た
が
、
女
帝
テ

オ
ド
ラ
の
決
定
に
よ
り
、
イ
コ
ン
は
受
肉
し
た
（
人
と
な
っ
た
）
御
言
葉
の
ペ
ル
ソ
ナ
（
位
格
・
人
格
）
を
表
す

も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
典
礼

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
総
主
教
座
で
用
い
ら
れ
た
東
方
典
礼
の
代
表
的
様
式
で
す
。
言
語
は
ギ
リ
シ
ア

語
、
教
会
ス
ラ
ブ
語
、
そ
の
他
各
国
語
で
行
わ
れ
ま
す
。
聖
体
礼
儀

〈
11
〈

は
古
代
か
ら
の
式
文
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

ま
す
。
信
徒
は
礼
拝
中
、
基
本
的
に
立
っ
て
参
加
し
、
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
の
聖
別
は
司
祭
が
イ
コ
ノ
ス
タ
シ
ス

（
聖
障
）と
呼
ば
れ
る
壁
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
た
至
聖
所（
聖
堂
の
一
番
奥
に
位
置
す
る
）の
内
部
で
行
い
ま
す
。

す
べ
て
が
一
様
な
わ
け
で
は
な
く
、
各
国
の
正
教
会
に
よ
っ
て
、
多
様
な
展
開
が
見
ら
れ
ま
す
。

西
方
で
ロ
ー
マ
帝
国
を
解
体
し
た
ゲ
ル
マ
ン
諸
民
族
の
勢
力
分
布
は
次
第
に
変
化
発
展
し
ま
す
が
、
そ
の
中

で
も
フ
ラ
ン
ク
族
の
支
配
圏
で
あ
る
フ
ラ
ン
ク
王
国
が
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
で
決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
の
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
が
４
９
６
年
に
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
す
る
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
の
世
代
の
国
王
は
必
ず
し
も
キ
リ
ス
ト
教
に
協
力
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
中
で
宮
廷
の
宰
相
で
あ
る
カ
ロ
リ
ン
グ
家
が
次
第
に
権
限
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、 

６
８
７
年
に
テ
ル
ト
リ
ー
の
戦
い
に
勝
利
し
た
カ
ロ
リ
ン
グ
家
の
ピ
ピ
ン
二
世
が
実
権
を
握
り
ま
す
。

フ
ラ
ン
ク
王
国
の
発
展

2
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７
３
２
年
に
は
ピ
ピ
ン
二
世
の
子
、
カ
ー
ル
・
マ
ル

テ
ル
が
、
次
第
に
南
か
ら
北
上
す
る
機
会
を
狙
っ
て
い

た
イ
ス
ラ
ム
勢
力
を
、
ト
ゥ
ー
ル
・
ポ
ワ
テ
ィ
エ
の
戦

い
に
お
い
て
撃
退
し
、
権
力
の
座
を
固
め
ま
す
。
そ
の

後
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
テ
ル
の
子
、
小
ピ
ピ
ン
（
ピ
ピ
ン

三
世
、
図
６
）
が
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
最
後
の
シ
ル
デ
リ

ク
三
世
を
追
放
し
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
王
位
に
就
き
、

名
実
と
も
に
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
支
配
を
固
め
ま
す
。
ビ

ザ
ン
テ
ィ
ン
皇
帝
レ
オ
三
世
に
よ
っ
て
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス

ム
（
聖
像
破
壊
）
が
ロ
ー
マ
教
皇
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
イ
タ
リ
ア
で
も
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
反
発
し
て
、
ビ

ザ
ン
テ
ィ
ン
皇
帝
に
代
わ
る
教
会
の
保
護
者
を
求
め
て
い
た
ロ
ー
マ
教
皇
に
と
っ
て
、
カ
ロ
リ
ン
グ
王
朝
は
格

好
の
相
手
と
な
っ
た
の
で
す
。
７
５
４
年
に
教
皇
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
二
世
は
パ
リ
近
郊
の
サ
ン
ド
ニ
教
会
に
お
い

て
、
小
ピ
ピ
ン
に
「
ロ
ー
マ
人
の
保
護
者
」
と
い
う
称
号
を
与
え
る
に
至
り
ま
し
た
。
小
ピ
ピ
ン
は
そ
の
恩
返

し
と
し
て
、
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ト
族
か
ら
土
地
を
取
り
戻
し
、
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
太
守
領
な
ど
を
教
皇
へ
寄
進
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
教
皇
領
の
始
ま
り
と
な
り
ま
す
。

図6　小ピピン


